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ボーリング柱状図
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0.55m以浅は砕石(φ0-80mm)。
0.55～1.20mは山砂。

含水量-中位～多位。
1.80m以浅は有機質で暗色を呈す
る。
下部に軽石が混じる。

径2～5mm程度の鹿沼軽石。
軽石は指圧で潰れる。含水の量-多
位。

非常に軟らかい。含水量-多位。

非常に軟らかい。含水量-多位。
軽石質な砂分が混じる。

含水量-多位。砂分が混じる。

非常に軟らかい。
含水量-多位。軽石質な砂が混じる
。
腐植物が混じる。

非常に緩い。細砂主体。
上半部はシルトをシームする。

軟らかい。含水量-多位。微砂が混
じる。
含水量-中位。
シルト混じり砂～シルト質砂と砂
混じり有機質シルトとの互層。
厚さ5～10cm程度の不規則な互層
で砂層が優勢。
微砂～細砂が主体で中砂が混じる
。

径2～50mm程度の円礫主体。

含水量-中位～多位。
10.35m以浅は有機質で、軽石質な
砂分が混じる。
10.35m付近より礫が混じる。
非常に軟らかい。
含水量中位～多位。粘着性を帯び
る。
砂分が若干混じる。

含水量多位。粘着性-中位。

緩質。含水量-多位。

粒径不均一。

14.2～14.40m付近に有機質粘土を
挟む。
14.4～14.70m付近は微砂主体。
15.40m付近に粘土を挟む。
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